
                         

   ボタニカルアート(植物画)は、その名の通り、

Botanical=植物学的な、Art=芸術(この場合　絵画)　となります。

言い換えれば植物のあるがままの姿をそのまま客観的に描き、かつ、観賞に堪える絵が植物

画です。

   植物は芽吹いて、やがて花が咲き、種子を残します。

そして、ある花は必ず上から咲き始め、又　ある葉は交互についているなど、個々に法則を

持って生きています。

その様な植物学的な正確さが最大の要件となっているのが植物画です。そこが、創作性、創

造性が優先される他の絵画と異なるところで芸術と科学の融合したものと言えます。

   最近では、さりげなく飾る事のできる絵画として日本でもクローズアップされて来まし

た。

自然を愛し、植物の好きな人であれば、どなたにも自分の植物画が描けます。

ちょっと立ち止まって足元の小さな花を観察してみてあげて下さい。きっと自然の巧みさを

発見するに違いありません。そのすばらしさ、感動を描く事ができればと思っています。

                                           

ボタニカルアート
《花写精》

山﨑光子と仲間たち
植物画展

【場所】　　ミライト一条　市民ギャラリー
【会期】　　2025年12月10日(水）~12月25日(木)

 【開催時間】　　　 9：30~21：30

《花写精》主宰　山﨑光子

＝ボタニカルアート・植物画＝


